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第
四
二
五
回 

青
葉
会 

 

令
和
三
年
九
月 

W
E

B

句
会 

 
選 

 
者 

 
 

川
口
孤
舟 

 

投
句
・
選
句 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

小
早
健
介 

 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

 
山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 
 

安
部
眞
希
子 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

九
点 

◎
月
に
舞
ふ
バ
リ
の
乙
女
の
指
撓
ふ 

 
  

昇 
 

（
〇
そ
・
紀
・
孤
・
健
・
堂
・
び
・
〇
允
・
啓
・
盛
） 

 
 
 

 
 

七
点 

 
        

新
内
仲
三
郎
の
会
（
内
幸
町
ホ
ー
ル
） 

久
々
に
掛
声
決
め
る
秋
天
下 

 
      

紀
久
男    (

〇
忠
・
五
・
敏
・
雅
・
正
・
け
・
天
） 

 
 
 

サ
ッ
チ
モ
の
だ
み
声
い
た
く
身
に
入
む
夜 

恵
洲 

  

（
紀
・
忠
・
五
・
〇
正
・
啓
・
規
・
亜
） 

 
 
 

  

指
先
の
熱
き
も
馳
走
衣
被 

 
        

堂
哉 

  
（
紀
・
〇
五
・
千
・
び
・
啓
・
天
・
盛
） 

 
 
 

    

六
点 

◎
父
母
の
記
憶
薄
れ
て
い
わ
し
雲 

      

忠
彦 

 

（
紀
・
孤
・
五
・
た
・
堂
・
隆
） 

 
 
 

 

秋
涼
し
蹠
（
あ
う
ら
） 

の
覗
く
乳
母
車 

  

孤
舟 

 

（
眞
・
紀
・
恵
・
堂
・
孝
・
昇
） 

 
 
 

◎
可
笑
し
く
て
ち
ょ
っ
と
哀
し
き
秋
芝
居 

 

五
郎
太 

 
(

〇
紀
・
忠
・
孤
・
堂
・
允
・
天
） 

 
 
 

◎
望
の
月
ど
こ
の
家
に
も
何
か
あ
り 

   
 
 

仝 
  

（
紀
・
孤
・
龍
・
正
・
允
・
三
） 

 
 
 

 

朝
顔
や
今
年
も
海
を
見
て
い
な
い 

 
 

 
 
 

正
明 

 

（
眞
・
紀
・
健
・
恵
・
び
・
允
） 

 
 
 

◎
長
月
や
捲
（
め
く

）
れ
ば
薄
き
カ
レ
ン
ダ
ー 

啓
子   

（
紀
・
孤
・
千
・
雅
・
正
・
昇
） 

 
 

 

五
点 

 

水
の
秋
河
童
は
皿
を
洗
ひ
を
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
五
・
〇
健
・
昇
・
〇
亜
・
〇
三
） 

 
 
 

 

汲
み
置
き
し
盥
の
月
の
歪
み
け
り 

 
 
  

 
 

仝 
 

（
五
・
千
・
た
・
堂
・
〇
啓
） 

 
 
 

 

手
術
後
の
点
滴
長
し
白
露
の
夜 

 
 
 
  

健
介 

 

（
そ
・
紀
・
忠
・
敏
・
正
） 

船
宿
の
裏
の
い
ち
じ
く
日
々
熟
れ
ぬ 

 
  

び
ん 

 

（
紀
・
ゆ
・
亜
・
け
・
三
） 

菩
提
寺
へ
代
参
た
の
む
秋
彼
岸 

 
 
 
  

盛
雄 

 

（
眞
・
紀
・
忠
・
た
・
隆
） 

 

四
点 

 
 

コ
ス
モ
ス
や
木
曾
は
何
処
も
水
奔
る 

 
  

孤
舟 

 

（
恵
・
〇
堂
・
び
・
允
） 

 
 
 

◎
虫
の
音
に
癒
さ
れ
眠
る
夜
半
か
な 

 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
そ
・
孤
・
た
・
敏
） 

 
 
 

 

無
人
島
の
砂
に
色
あ
り
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 

び
ん 

 

（
眞
・
紀
・
啓
・
け
） 

◎
鎮
魂
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
や
秋
夕
焼 

  

昇 
  

（
紀
・
孤
・
健
・
け
） 

野
辺
に
咲
く
飾
り
気
の
無
き
男
郎
花 

 
 
  

仝 
  
 

（
紀
・
た
・
ゆ
・
盛
） 

 
 
 

 

草
の
葉
に
結
ぶ
朝
露
箒
止
め 

 
 
  

 
 

啓
子 

 

（
紀
・
敏
・
雅
・
規
） 

 
 
 

 

苦
瓜
の
可
愛
く
生
り
し
庭
の
隅 

 
 
 

  

天
牛 

 

（
ゆ
・
び
・
規
・
亜
） 

 

三
点   

京
芸
妓
を
と
こ
踊
り
の
群
を
抜
く 

 
 
 

紀
久
男 

 

（
そ
・
亜
・
盛
） 

 
 
 

  

雨
の
打
つ
庭
先
白
き
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

  

（
紀
・
雅
・
亜
） 

 
 
 

◎
金
木
犀
別
れ
た
人
を
ふ
と
想
ふ 

 
 
 
 
 

忠
彦 

  

（
紀
・
孤
・
千
） 
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遠
不
二
や
初
冠
雪
を
聞
き
し
朝 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
紀
・
千
・
隆
） 

雨
上
が
り
屍
（
か
ば
ね
）
さ
ら
す
や
秋
の
蝉 

た
だ
し
げ 

 
  

（
紀
・
規
・
け
） 

 
 
 
 

 

◎
病
床
の
友
も
愛
づ
る
や
今
日
の
月 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

  
 

（
そ
・
紀
・
孤
） 

秋
の
蚊
に
逃
げ
る
妻
あ
り
老
ひ
の
家 

 
 
 
 

 

雅
夫 

 
 

 

（
紀
・
〇
龍
・
隆
） 

 
 
 

 

晴
れ
清
し
朝
顔
咲
け
り
木
の
上
に 

 
 
 
 
 
  

仝 
 
  

（
紀
・
敏
・
ゆ
） 

観
客
の
あ
っ
て
も
無
く
て
も
赤
蜻
蛉 

 
 
 
   

正
明 

 
  

（
紀
・
規
・
天
） 

鳥
帰
る
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
の
彼
方
へ
と 

 
 
    

仝 
 
   

（
紀
・
恵
・
昇
） 

 
 
 
  

草
を
喰
む
牛
の
足
下
吾
亦
紅 

 
 
 
 
 
  

  

啓
子 

 
 
 

（
そ
・
紀
・
ゆ
） 

明
日
も
晴
れ
そ
れ
で
う
れ
し
き
小
望
月 

 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
紀
・
〇
千
・
龍
） 

さ
り
げ
な
く
花
野
に
捨
て
し
隠
し
ご
と 

 
 
  

盛
雄 

 
 
 

（
紀
・
孝
・
昇
） 

 

二
点 

◎
救
急
の
サ
イ
レ
ン
絶
え
ぬ
秋
の
夜 

 
 
  

 

そ
ら
お      

（
孤
・
隆
） 

 
 
 
 

汗
ば
め
る
シ
ャ
ツ
を
通
し
て
秋
の
風     

  
 
 

仝  
 
 

（
紀
・
龍
） 

籠
り
居
に
紅
葉
の
湯
宿
の
誘
ひ
来
る 

 
 
  

紀
久
男 

 
 
 

（
健
・
盛
） 

 
 
 

 

落
葉
流
れ
色
様
々
に
我
が
人
生 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
  

（
紀
・
ゆ
） 

 
    

 

敬
ふ
は
嬉
し
き
言
葉
老
人
の
日 

 
 
 
 
 
 

  

仝 
  

 

（
紀
・
三
） 

秋
湿
り
も
一
度
試
す
パ
ス
ワ
ー
ド 

 
 
 
  

五
郎
太 

 
  

（
紀
・
び
） 

籠
り
居
は
も
は
や
日
常
秋
二
度
目 

 
 
 
 
 

 

千
恵 

 
 

 

（
紀
・
た
） 

玉
虫
厨
子
み
て
上
野
は
秋
夕
焼 

 
 
 
 
 
 
  

仝 
 
  

（
紀
・
け
） 

薄
色
の
羽
織
や
三
冠
菊
薫
る 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
   

（
孝
・
規
） 

怠
け
癖
倣
ひ
と
な
り
て
夏
果
つ
る 

 
 
 
 
  

恵
洲 

 
  

（
紀
・
天
） 

手
拡
げ
て
仲
秋
の
月
光
満
身
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
孝
・
盛
） 

音
に
聞
く
根
岸
を
巡
る
子
規
忌
か
な 

 
   

堂
哉        (

紀
・
健) 

鰯
雲
わ
が
来
し
方
は
幻
に  

 
 
     

ゆ
た
か 

 
 
 

（
紀
・
〇
孝
） 

茗
荷
の
子
久
し
ぶ
り
晴
顔
出
せ
り 

 
 
 
 
  

雅
夫 

 
    

（
紀
・
隆
） 

早
よ
に
げ
や
背
に
蟷
螂
の
う
す
み
ど
り 

 
   

 

び
ん 
     

（
紀
・
三
） 

◎
七
十
代
は
未
だ
序
の
口
と
敬
老
日 

 
 
 
 
    

昇 
 
 
  

（
紀
・
孤
） 

俯
い
て
歩
く
鼻
腔
に
金
木
犀 

 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
 
 

（
紀
・
恵
） 

南
か
ら
届
く
新
米
草
香
載
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
・
龍
） 

吉
吉
と
鳴
い
て
き
ち
き
ち
跳
び
に
け
り 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

（
紀
・
〇
昇 

相
手
無
き
空
手
の
型
や
秋
の
立
つ 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

（
紀
・
忠
） 

ま
だ
七
十
若
い
と
言
わ
れ
秋
句
会 

 
 
 
 
  

 

仝 
 
 
 

（
眞
・
紀
） 

大
ル
ー
ペ
分
類
を
終
へ
夏
果
て
る 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
紀
・
〇
恵
） 

縄
文
か
ら
競
い
し
栗
や
熊
と
人 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
・
龍
） 

爽
籟
や
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
再
開
す 

 
 
 
 
  

仝 
 
 
 

（
紀
・
正
） 

 

一
点 

 
 
 

 

仁
左
衛
門
・
玉
三
郎
の
「
四
谷
怪
談
」 

冷
（
す
さ
）
ま
じ
き
殺
し
場
端
折
る
芝
居
小
屋 

 

紀
久
男 

  

（
〇
敏
） 

 
 
 
 
 
 
 
NHK 

TV 

旅
芝
居
の
全
国
座
長
大
会
（
福
岡
県
飯
塚
市
） 

万
札
の
お
ひ
ね
り
溢
る
村
芝
居 

 
 
 
 
  

    

仝 
 
  

 

（
天
） 

山
葡
萄
液
一
升
瓶
で
野
生
の
香 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
   

（
紀
） 

時
間
か
け
名
を
読
み
上
ぐ
る
９
月
１
１
日 

 
 

五
郎
太 

 
 
  

（
紀
） 
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ラ
ケ
ッ
ト
に
停
ま
っ
て
お
く
れ
赤
と
ん
ぼ    

 
 
  

健
介 

 
   

（
紀
） 

耳
元
で
蚊
の
声
賑
や
か
草
む
し
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
だ
し
げ 

 
   

 (

雅) 

雨
上
が
り
晴
れ
た
る
空
に
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
〇
敏
） 

青
年
あ
り
秋
爽
に
適
ふ
そ
の
笑
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
三
） 

秋
う
ら
ら
ポ
チ
の
名
似
合
う
雑
種
犬 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
〇
眞
） 

 
 
 
 

庭
荒
び
空
き
家
と
知
ら
る
鰯
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

  
 

（
雅
） 

シ
ャ
ン
プ
ー
の
仄
か
に
香
る
祭
笛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

（
孝
） 

テ
レ
ビ
見
つ
居
眠
る
癖
や
秋
と
も
し 

 
   

 
 

ゆ
た
か 

 
  

（
紀
） 

蝉
が
ら
に
頼
ら
る
庭
に
合
掌
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
） 

コ
ロ
ナ
禍
も
災
害
の
う
ち
防
災
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
） 

さ
や
さ
や
と
風
に
吹
か
れ
て
秋
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
紀
） 

秋
晴
れ
や
行
列
延
び
る
人
気
店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
） 

ア
ラ
ラ
ギ
の
実
は
食
し
得
て
種
に
毒 

 
 
 
 
 

 
  

 

仝 
 
 

（
紀
） 

破
れ
垣
を
繕
ふ
主
人
秋
麗
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

月
見
豆
波
音
聞
き
て
能
登
の
海 

 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
） 

 
 

土
砂
流
る
珠
ゆ
ら
ゆ
ら
と
吾
亦
紅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

梨
届
く
昔
ま
る
ご
と
齧
り
し
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
） 

ミ
ン
ト
バ
ジ
ル
み
な
懇
ろ
に
水
を
や
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

万
葉
の
夢
こ
こ
に
秋
の
七
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

盛
雄 

 
 

（
紀
） 

 

【
句 

評
】 

九
点
句 

月
に
舞
ふ
バ
リ
の
乙
女
の
指
撓
ふ 

 
 

昇 
 
 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
月
光
を
浴
び
て
表
情
豊
か
な
バ
リ
舞
踊
の
乙
女
。 

 
 
 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
ケ
チ
ャ
ッ
ク
ダ
ン
ス
な
ど
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。
夕
闇
が
せ
ま
っ
た
ら
、 

満
天
に
星
が
す
き
間
な
し
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
民
族
衣
装
を
着
た
バ
リ
の
乙
女
の
舞
姿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
厳
し
く
辛
い
話
題
の
多
い
世
相
、
愉
し
い
夢
の
佳
句
。 

 

七
点
句 

 
        

新
内
仲
三
郎
の
会
（
内
幸
町
ホ
ー
ル
） 

久
々
に
掛
声
決
め
る
秋
天
下 

    

紀
久
男   

 
 
   

忠
彦
さ
ん
・
・
・
掛
声
と
秋
天
下
が
ピ
ッ
タ
リ
合
い
ま
す
。
私
も
掛
声
聞
き
た
い
の
で
天
に
し
ま
し

た
。 

 
 
 

  
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・「
秋
天
下
」、
気
持
い
い
で
す
ね
。 

 
 
 

 
 
 
 

け
い
子
さ
ん
・
・
暗
い
日
々
、
久
々
の
掛
声
明
る
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
気
楽
に
掛
け
ら 

れ
る
日
々
が
来
る
と
良
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
河
東
節
仲
間
の
小
島
康
敬
さ
ん
（
名
古
屋
の
釉
薬
メ
ー
カ
ー
会
長
・
中
部
地
区
経
済
同
友 

会
副
代
表
）
か
ら
の
ご
招
待
。
小
島
さ
ん
は
鶴
岡
元
専
務
の
お
仲
間
で
も
あ
り
ま
す
。 

腕
を
上
げ
て
お
ら
れ
掛
声
も
嵌
り
ま
し
た
。
楽
屋
で
瀬
戸
窯2

2

代
目
の
絵
皿
を
戴 

き
ま
し
た
。 
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サ
ッ
チ
モ
の
だ
み
声
い
た
く
身
に
入
む
夜 

  

恵
洲 

 

 
 
 

  
  

忠
彦
さ
ん
・
・
・
若
い
人
の
唄
が
多
い
今
、
ふ
と
ジ
ャ
ズ
の
歌
を
聴
き
た
く
な
り
ま
す
。
同
感
！ 

正
明
さ
ん
・
・
・
哀
愁
と
言
え
ば
こ
の
人
の
歌
声
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

    
亜
也
さ
ん
・
・
・
読
ん
で
い
て
あ
の
声
が
耳
に
響
き
ま
し
た
。 

指
先
の
熱
き
も
馳
走
衣
被 

 
   

   
 
 

堂
哉 

 

 
 
 

     

五
郎
太
さ
ん
・
・
ア
チ
チ
。
塩
を
少
し
振
っ
て
、
冷
酒
で
。 

 
 
 

     

盛
雄
さ
ん
・
・
・「
熱
き
も
馳
走
」
が
素
晴
ら
し
い
表
現
で
す
。
〝
今
生
の
今
が
幸
せ
衣
被
〟
（
鈴
木 

真
砂
女
）
を
連
想
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

六
点
句 

父
母
の
記
憶
薄
れ
て
い
わ
し
雲 

  
 
 
 

忠
彦 

 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
父
母
と
別
れ
て
随
分
長
い
年
月
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
な
ん
と
な
く
寂
し
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 
 
 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
老
夫
婦
の
長
閑
な
秋
の
昼
下
が
り
。 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
記
憶
の
薄
れ
そ
う
な
不
安
を
「
父
母
の
こ
と
薄
れ
ゆ
く
い
わ
し
雲
」。 

秋
涼
し
蹠
（
あ
う
ら
） 

の
覗
く
乳
母
車 

  
孤
舟 

 

 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
愛
ら
し
い
一
句
。
嫌
味
な
く
、
好
感
が
持
て
る 

 

 
 
 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
パ
ッ
チ
リ
目
は
開
い
て
い
る
の
か
な
？
す
や
す
や
か
な
？
乳
母
車
を
見
る
と
覗
き
た 

く
な
り
ま
す
。 

可
笑
し
く
て
ち
ょ
っ
と
哀
し
き
秋
芝
居 

 
 

五
郎
太 

 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
不
慣
れ
な
所
作
乍
ら
、
演
者
の
喜
怒
哀
楽
が
伝
わ
る
。 

 
 
 

 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
芝
居
は
笑
い
と
涙
で
す
ね
。NHK

の
朝
の
「
お
ち
ょ
や
ん
」
の
よ
う
に･･･

。 

 
 
 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
芝
居
見
物
は
何
時
に
な
っ
た
ら
出
来
る
か
な
？ 

 

紀
久
男
・
・
・
・
芝
翫
・
勘
九
郎
の
田
舎
の
仲
の
良
い
婆
さ
ん
役
「
お
江
戸
み
や
げ
」
が
ほ
ろ
っ
と
さ 

せ
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
中
の
福
助
が
一
寸
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。 

望
の
月
ど
こ
の
家
に
も
何
か
あ
り 

  
 
 

五
郎
太 

 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
全
て
円
満
で
何
の
問
題
も
な
い
家
庭
は
珍
し
い
だ
ろ
う
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
ど
の
家
も
何
か
し
ら
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
ね
。 

朝
顔
や
今
年
も
海
を
見
て
い
な
い 

 
 

  
 

正
明 

 

 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
で
籠
り
居
の
無
聊
を
託
っ
て
い
る
感
じ
が
、
あ
え
て
口
語
で
詠
ん
だ
と 

こ
ろ
に
、
よ
く
感
じ
ら
れ
る
。 

 

長
月
や
捲
（
め
く

）
れ
ば
薄
き
カ
レ
ン
ダ
ー 

 

啓
子 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
今
年
も
も
う
残
り
僅
か
と
な
っ
た
。 

 

五
点
句 

水
の
秋
河
童
は
皿
を
洗
ひ
を
り 

 
 
 

 
 
 
 

孤
舟 

 

 
 
 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
面
白
い
句
で
す
、
カ
ッ
パ
の
像
が
近
く
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

 
 
 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
私
は
若
き
日
に
河
童
と
あ
だ
名
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
河
童
に
執
着
が
あ
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
河
童
は
夏
に
出
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
お
り
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、 

「
淀
み
よ
り
河
童
の
出
を
待
つ
五
月
か
な
」
な
る
駄
句
を
詠
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
さ
も
見
て
き
た
よ
う
で
人
を
食
っ
た
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。 
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汲
み
置
き
し
盥
の
月
の
歪
み
け
り 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
下
に
あ
る
月
を
愛
で
る
の
も
一
興
で
す
ね
。 

 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
名
月
を
盥
の
中
へ
取
り
込
も
う
と
し
た
が
月
の
形
に
な
ら
ず
、
残
念
な
気
持

ち
、
理
解
で
き
る
。 

 
 
 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
着
眼
点
が
面
白
い
。
月
の
揺
れ
が
見
え
ま
す
。 

手
術
後
の
点
滴
長
し
白
露
の
夜 

 
 
 
   

健
介 

 

 
 
 

 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
次
女
が
最
近
手
術
を
し
ま
し
た
の
で
、
実
感
。 

船
宿
の
裏
の
い
ち
じ
く
日
々
熟
れ
ぬ 

 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 
 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
そ
う
い
え
ば
無
花
果
は
表
に
は
余
り
植
え
て
な
い
よ
う
な…

。 

菩
提
寺
へ
代
参
頼
む
秋
彼
岸 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

 
 
 

 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
故
郷
が
遠
い
の
で
「
故
郷
や
遠
き
に
あ
り
て
拝
む
も
の
」 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
、
近
く
の
人
に
代
参
を
頼
む
気
持
ち
が
理
解
で
き
て
よ
い
。 

 
 
 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・「
代
参
」
が
聞
き
な
れ
な
い
。「
秋
彼
岸
代
わ
り
に
参
拝
頼
み
け
り
」
で
如
何
。 

 

四
点
句 

コ
ス
モ
ス
や
木
曾
は
何
処
も
水
奔
る 

 
 

孤
舟 

 
 
 

 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
島
崎
藤
村
の
夜
明
け
前
の
書
き
出
し
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。
清
冽
な
水
の
音
と 

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
る
木
曽
路
に
臨
場
感
が
あ
り
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
景
色
が
ワ
ー
ッ
と
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
青
い
空
、
白
い
雲
、
紅
葉
間
近
の 

山
の
景
色
、
そ
し
て
清
流
の
水
音
。
直
ぐ
に
も
旅
立
ち
た
い
気
分
で
す
。 

虫
の
音
に
癒
さ
れ
眠
る
夜
半
か
な 

 
 
 
  

ゆ
た
か 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
虫
の
音
を
睡
眠
薬
と
し
て
よ
う
や
く
寝
付
く
こ
と
が
出
来
た
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
秋
の
虫
の
声
を
聴
く
と
、
ほ
っ
と
し
て
眠
り
に
誘
わ
れ
る
感
じ
が
出
て
い
る
。 

鎮
魂
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
や
秋
夕
焼 

 
 
 

昇 
 
 
 

 
 
 

     

孤
舟
さ
ん
・
・
・
あ
の
悪
夢
の
よ
う
な
光
景
が
蘇
る
。 

野
辺
に
咲
く
飾
り
気
の
無
き
男
郎
花 

 
 
 
   

昇 
 
 

 
 
 

   
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
趣
の
あ
る
女
郎
花
に
比
べ
る
と
い
さ
さ
か
無
骨
で
す
が
、
男
ら
し
い
か
も
。 

 
 
 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
中
七
の
〝
飾
り
気
の
無
き
〟
表
現
が
秀
逸
。
季
語
が
生
き
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

苦
瓜
の
可
愛
く
生
り
し
庭
の
隅 

 
 
 
 
 

 
 

天
牛 

 
 

 
 
 

 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・「
可
愛
く
生
り
し
」
の
措
辞
が
い
い
で
す
。 

 

三
点
句 

 

京
芸
妓
を
と
こ
踊
り
の
群
を
抜
く 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 

 
   

盛
雄
さ
ん
・
・
・
初
秋
のNHKTV

で
京
都
花
街
の
美
人
芸
妓
の
華
麗
な
舞
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
さ
に
夢
は
夜
ひ
ら
く
で
す
。
愉
し
い
一
句
。 

 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
昭
和40

年
代
の
京
都
支
店
（
京
都
丸
紅
）
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
一
月
は
祇
園 

の
芸
舞
妓
が
始
終
出
入
り
し
て
華
や
か
な
雰
囲
気
。
受
付
の
お
ば
さ
ん
等
の
も
て 

な
し
は
最
高
！
支
店
長
代
理
の
伊
部
さ
ん
、
小
山
さ
ん
に
は
お
茶
屋
で
遊
ば
せ
て 

貰
い
ま
し
た
。
黛
ま
ど
か
が
日
経
夕
刊
の
コ
ラ
ム
「
あ
す
へ
の
話
題
」
に
芸
妓
引 

退
後
に
ス
ナ
ッ
ク
を
開
き
九
十
歳
ま
で
店
に
立
ち
続
け
た
「
米
（
よ
ね
）
さ
ん
」 

の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
同
じ
ス
ナ
ッ
ク
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
カ
ウ 

ン
タ
ー
越
し
に
灯
籠
の
あ
る
石
庭
を
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。
パ 

ト
ロ
ン
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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雨
の
打
つ
庭
先
白
き
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

 
 
 

 
   

亜
也
さ
ん
・
・
・「
白
き
」
が
効
い
て
い
ま
す
。 

金
木
犀
別
れ
た
人
を
ふ
と
想
ふ 

 
 
 
 
 
   

忠
彦 

 

 
 
 

 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
あ
の
人
と
別
れ
た
夜
も
、
金
木
犀
の
芳
香
が
漂
っ
て
い
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
人
の
思
い
出
が
あ
る
特
定
の
匂
い
と
結
び
つ
く
事
っ
て
あ
り
ま
す
ね
。 

病
床
の
友
も
愛
づ
る
や
今
日
の
月 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
澄
み
渡
る
夜
空
に
輝
く
清
澄
な
満
月
を
、
場
所
は
違
え
ど
同
時
に
仰
ぐ
こ
と
で
、 

病
床
の
友
と
の
絆
が
更
に
深
ま
る
。 

秋
の
蚊
に
逃
げ
る
妻
あ
り
老
ひ
の
家 

 
 
 
 

 

雅
夫 

 
 

 
 
 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・「
心
が
廣
く
健
康
な
人
の
血
液
は
蚊
が
美
味
し
く
な
い
と
感
じ
る
の
で
蚊
は
吸
い
ま 

せ
ん
」
と
我
。「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か?

」
と
妻
。
意
見
違
い
も
数
多
あ
り
ま
し 

た
が
そ
ろ
そ
ろ
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
婚
と
は
。 

隆
さ
ん
・
・
・「
秋
の
蚊
や
老
ひ
た
る
妻
は
逃
げ
に
け
り
」
で
如
何
。 

晴
れ
清
し
朝
顔
咲
け
り
木
の
上
に 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

 
 
 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
木
の
上
に
楚
々
と
咲
い
た
朝
顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

鳥
帰
る
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
の
彼
方
へ
と 

 
 
  

正
明 

 
 

 
 
 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・Hindu 

Kush
 

は
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
か
ら
南
西
に
走
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
脊

梁
を
な
す
山
脈
と
の
こ
と
。
本
当
に
そ
ん
な
に
遠
く
ま
で
帰
る
の
か
ど
う
か
知
ら
な

い
が
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
句
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

草
を
喰
む
牛
の
足
下
吾
亦
紅 

 
 
 
 
 
  

 

啓
子 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
牛
と
吾
亦
紅
の
取
り
合
わ
せ
が
絶
妙
で
す 

明
日
も
晴
れ
そ
れ
で
う
れ
し
き
小
望
月 

 
 
 

亜
也 

 
 

 
 
 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
明
日
の
満
月
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
心
情
に
さ
さ
や
か
な
幸
せ
感
が
伝
わ
り
ま
す
。 

 

二
点
句 

 

救
急
の
サ
イ
レ
ン
絶
え
ぬ
秋
の
夜 

  
 
 
 

そ
ら
お 
 
 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
患
者
の
収
容
先
の
病
院
探
し
に
手
間
取
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
感
染
爆
発
で
夜
は
よ
く
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
し
た
。
後
年
で
も
分
か
る
よ
う 

に
「
サ
イ
レ
ン
は
コ
ロ
ナ
患
者
か
秋
の
夜
」
で
如
何
。 

汗
ば
め
る
シ
ャ
ツ
を
通
し
て
秋
の
風      
 

そ
ら
お  

 

 
 
 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
早
朝
散
歩
で
も
な
お
扇
子
を
持
参
し
て
の
秋
で
す
。 

籠
り
居
に
紅
葉
の
湯
宿
の
誘
ひ
来
る 

 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
湯
宿
か
ら
の
案
内
、
う
れ
し
い
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
感
染
は
沈
静
化
の
傾
向
。 

羽
を
伸
ば
し
て
英
気
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。 

落
葉
流
れ
色
様
々
に
我
が
人
生 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

 
 
 

     

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
同
感
で
す 

 
 
     

籠
り
居
は
も
は
や
日
常
秋
二
度
目 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

 

 
 
 
 

  

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
二
度
目
の
秋
も
、
籠
り
居
で
気
分
が
滅
入
る
。 

鰯
雲
わ
が
来
し
方
は
幻
に 

 
  

ゆ
た
か 

 

 
 
 

 
 
 

孝
さ
ん
・
・
・
鰯
雲
に
の
せ
た
万
感
の
思
い
の
消
え
て
い
く
様
が
面
白
い 

茗
荷
の
子
久
し
ぶ
り
晴
顔
出
せ
り 

 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

 
 
 

     

隆
さ
ん
・
・
・
今
年
は
日
照
不
足
。
貴
重
な
話
題
で
す
ね
。 
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七
十
代
は
未
だ
序
の
口
と
敬
老
日  

 
 
 
    

昇 
 
 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
と
す
れ
ば
、
横
綱
に
な
れ
る
の
は
百
何
十
歳
代
？ 

俯
い
て
歩
く
鼻
腔
に
金
木
犀 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
俯
い
て
歩
い
て
い
た
ら
、
ふ
と
、
金
木
犀
の
芳
香
が
鼻
腔
に
届
い
て
、
思
わ
ず
目
を 

上
げ
た
感
じ
。
金
木
犀
な
ら
さ
も
あ
り
な
ん
。 

南
か
ら
届
く
新
米
草
香
載
せ 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
漸
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
五
穀
豊
穣
到
来
の
秋
。
コ
ロ
ナ
禍
も
ご
退
場
願
い
た
く
。 

吉
吉
と
鳴
い
て
き
ち
き
ち
跳
び
に
け
り 

 
 
 

規
雄 

 
 
 
 
 

 
 

 
     

昇
さ
ん
・
・
・
吉
吉
と
は
シ
ャ
レ
の
効
い
た
縁
起
の
良
い
句
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
感
染
も
下
降
気
味 

で
収
束
に
期
待
。
さ
て
？ 

相
手
無
き
空
手
の
型
や
秋
の
立
つ 

 
 
 
  

け
い
子 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
空
手
を
俳
句
の
題
材
に
す
る
の
が
面
白
い
。
俳
句
と
空
手
に
「
削
り
取
っ
た 

技
」
何
か
共
通
点
を
感
じ
ま
す
。 

大
ル
ー
ペ
分
類
を
終
へ
夏
果
て
る 

 
 
 
  

 

天
牛 

 

 
 
 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
植
物
分
類
か
何
か
、
か
な
り
厄
介
な
仕
事
に
夏
中
励
ん
で
い
て
、
夏
の
終
わ
り
と 

共
に
成
し
遂
げ
た
感
じ
と
思
わ
れ
る
。
一
仕
事
終
え
た
安
ど
感
に
夏
果
て
る
の 

季
語
が
良
く
マ
ッ
チ
す
る
。 

 

一
点
句 

 
 
 

 

仁
左
衛
門
・
玉
三
郎
の
「
四
谷
怪
談
」 

冷
（
す
さ
）
ま
じ
き
殺
し
場
端
折
る
芝
居
小
屋 

 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
仁
左
・
玉
の
演
じ
る
殺
し
場
を
端
折
る
の
も
ま
た
美
学
な
の
で
し
ょ
う
ね
。 

雨
上
が
り
晴
れ
た
る
空
に
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 

 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
少
年
時
代
へ
の
郷
愁
（
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
）
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

秋
う
ら
ら
ポ
チ
の
名
似
合
う
雑
種
犬 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

 
 
 

 
 

眞
希
子
さ
ん
・
・
私
も
か
つ
て
捨
て
犬
を
二
匹
飼
っ
た
。
ど
ち
ら
も
雑
種
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。 

何
種
の
混
血
か
？
血
統
云
々
な
ど
に
は
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
が
瞳
は
澄
み
、
人
懐
っ 

こ
か
っ
た
。
ペ
ッ
ト
と
呼
ぶ
に
は
似
合
わ
な
い
。
で
も
家
族
だ
っ
た
。
昭
和
の
終
わ 

り
か
ら
平
成
初
め
の
頃
の
私
の
家
族
の
原
風
景
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

次
回
青
葉
会 

 

令
和
三
年
十
月
二
十
八
日 

（
木
） 

十
二
時
半
～
都
立
大
学
駅
前 

会
食
料
理
「
ひ
の
や
」 

ひ
の
や 

所
在
地
：
東
京
都
目
黒
区
平
町1-25-14 

☎0
5
0
-
5
5
9
5
-
1
1
6
0
 

東
急
東
横
線
、
都
立
大
学
駅
、
徒
歩
２
分 

※
東
横
線
都
立
大
学
駅
の
改
札
口
は
ひ
と
つ
で
す
。
改
札
を
出
て
目
の
前
の
横
断
歩
道
を
渡
り
す
ぐ
右
に
、
す
ぐ
に

見
え
る
み
ず
ほ
銀
行
を
左
手
に
見
て
そ
の
ま
ま
直
進
、
道
路
沿
い
〝
大
衆
酒
場
は
ん
ろ
く
〟
の
二
軒
程
先
に
あ
り
ま

す
。
恵
洲
さ
ん
に
労
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
ン
チ2,800

円
（
税
別
）
個
室
代
金3,000

円
（
出
席
者
で

分
担
）
会
席
料
理
で
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
形
式
の
椅
子
席
の
部
屋
を
お
取
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

◇
句
会
参
加
の
可
否
を2

1

日
（
木
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。 

投
句
は
３
句
ま
で
。
締
め
切
り
は
十
月
二
十
六
日
（
火
）
中
で
す
。 

参
加
の
可
否
、
ご
投
句
の
ご
連
絡
は
： 

今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
（keiko-reve@c07.itscom.net

）
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

https://tabelog.com/tokyo/
https://tabelog.com/tokyo/C13110/rstLst/
https://tabelog.com/tokyo/C13110/C36467/rstLst/
mailto:keiko-reve@c07.itscom.net
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青
葉
会
報 

一
、
猛
威
を
奮
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
増
加
に
伴
い
九
月
に
入
り
著
し
く
減
少
し
、
緊

急
事
態
宣
言
は
九
月
末
か
ら
段
階
的
に
解
除
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ホ
ッ
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
今
回
のweb 

句
会
は21

名
の
ご
参
加
、 

投
句93

句
。
ご
覧
の
通
り 

昇
さ
ん
、
恵
洲
さ

ん
、
堂
哉
さ
ん
、
紀
久
男
が
好
成
績
で
し
た
。 

 

二
、
関
係
者
近
詠 

荒
梅
雨
や
仕
事
流
れ
て
昼
の
風
呂 

 

眞
希
子 

 
 
 
 
 
 

昼
寝
覚
い
ま
見
た
恋
は
い
つ
の
恋 

  

陽
亮 

青
田
風
少
子
に
喘
ぐ
や
小
学
校 

 
  

 

仝 
  

 
 
 
 
 

落
蝉
の
命
乞
ふ
瞳
を
見
て
し
ま
ふ 

  
  

仝 

待
た
せ
し
を
詫
び
て
は
介
護
暑
き
日
々 

 
仝 

  
 
 
 
 
 

独
り
居
を
旧
知
の
夜
蜘
蛛
覗
き
に
来 

  

仝 

だ
れ
か
れ
と
持
ち
寄
る
団
扇
ロ
ッ
カ
ー
室 
仝 

  
 
 
 
 
 

天
井
を
ジ
ュ
ラ
紀
の
守
宮
這
ふ
夜
か
な  

仝  

短
夜
や
セ
レ
ー
ネ
馬
を
駈
り
に
駈
り 

  

弘
子 

 
  

   
 

  
 
 

白
鳳
・
芝
翫
の
「
身
替
り
座
禅
」 

遅
れ
て
は
父
追
ふ
少
女
額
の
花 

 
 
 

  

仝 
 
 
 
 
 
 

荒
梅
雨
や
ひ
ど
い
演
技
に
憤
る 

 

紀
久
男 

初
冠
（
う
ひ
か
む
り
）
の
レ
ー
ス
祖
父
似
の
み
ど
り
児
へ 
仝 

 

（
本
来
コ
ミ
カ
ル
な
狂
言
だ
が
二
人
共
大
声
で
怒
鳴
る 

シ
ュ
ー
ト
一
本
決
め
て
山
の
子
雲
の
峰 

 
 

 
 

仝 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
だ
け
。
誰
も
笑
わ
な
い
。
今
年
最
悪
、
金
返
せ
！
と
云
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
く
な
っ
た
。
た
だ
し
げ
さ
ん
と
見
物
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

喪
の
家
に
離
れ
が
た
き
や
揚
羽
舞
ふ 

 
 

 

仝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

薔
薇
垣
の
パ
ン
屋
に
列
ぶ
巴
里
の
朝 

 
 

 
 

仝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―

―
―

―
―

―
―

―

「
森
の
座
」(

横
澤
放
川
選)1

0

月
号 

 

空
き
室
の
な
き
病
棟
や
居
待
ち
月 

 
 

 
 

盛
雄 

 
 

 
 

 
 

 

ビ
ル
街
の
花
野
に
幕
張
る
野
点
か
な 

 
 

 

紀
久
男 

名
も
知
ら
ぬ
野
草
に
出
会
ふ
花
野
か
な 

 
 

仝 
 

 
 

 
 

 
 

 

き
ち
き
ち
の
不
器
用
に
飛
ぶ
散
歩
道 

 
 

 
 

 

仝 

大
阪
に
琉
球
の
村
蔓
茘
枝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仝 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

酒
さ
か
な
す
べ
て
地
元
の
村
祭   

 
 

 
 

 
 

 

仝 

寝
転
べ
ば
空
果
て
し
な
き
大
花
野 

 
 

 
 

健
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
次
と
ば
し
お
ひ
ね
り
の
飛
ぶ
村
芝
居 

 
 

 
 

仝 

村
祭
名
物
男
帰
郷
せ
ず 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

仝     

こ
の
旨
さ
苦
手
ゴ
ー
ヤ
を
妻
工
夫 

 
 

 
 

  

仝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―

―
―

―
―

―
―

―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
９
月 

 

断
捨
離
は
虚
し
き
こ
と
よ
竹
落
葉 

 
 

 
 

盛
雄 

 
―

―

８
月
４
日 

毎
日
新
聞
兵
庫
文
芸 

若
森
京
子 

選 

 

蛇
穴
に
吾
は
久
し
く
籠
り
け
り 

 
 

 
 

 
 

允
章 

白
桃
を
剥
く
静
か
な
る
午
后
な
り
し 

 
 

 
 

仝 

秋
茜
日
毎
に
空
の
藍
深
か
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

仝 

 

三
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

立
つ
泡
の
何
を
呟
く
水
中
花 

 
 

 
 
 

燕
帰
る
期
限
の
切
れ
し
旅
券
持
ち 

魚
偏
の
文
字
幾
つ
あ
り
鰯
干
す 

 
 
 
 

風
あ
れ
ば
風
に
従
ふ
秋
桜 

円
空
の
作
や
も
知
れ
ぬ
自
然
薯
掘
る 
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四
、「
文
人
俳
句
歳
時
記
」（
生
活
文
化
社 

昭
和44

年4

月
発
行 

￥84
0

円
）
よ
り
相
撲
も
入
れ
て
小
生
好
み
の
秋
の
句 

 
を
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。 

 
秋
場
所
の
秋
は
名
の
み
の
人
い
き
れ 

 
 (

北
條 

誠) 
 

 

イ
ン
キ
壷
紺
青
湛
へ
灯
に
親
し 

 
 
(

吉
屋
信
子) 

生
き
て
あ
る
こ
と
の
う
れ
し
き
新
酒
哉 

（
吉
井 

勇
） 

 

思
ひ
見
る
湖
底
の
村
の
秋
の
燈
を 

（
佐
藤
春
夫
） 

濁
り
酒
提
げ
て
行
く
夜
の
土
橋
か
な 

 

（
玉
川
一
郎
） 

 

い
さ
さ
か
の
か
び
の
匂
ひ
や
秋
袷 

（
森
田
た
ま
） 

掛
稲
や
渋
柿
た
る
る
門
構 

 
 
 
 
 

（
夏
目
漱
石
） 

 

稲
妻
や
世
を
す
ね
て
住
む
竹
の
奥 

（
永
井
荷
風
） 

秋
風
や
ひ
び
の
入
り
た
る
胃
の
袋 

 
 

（
夏
目
漱
石
） 

 

た
ぶ
た
ぶ
と
浜
菅
こ
ゆ
る
葉
月
汐 

（
折
口
信
夫
） 

秋
風
や
售
（
う
）
れ
ぬ
詩
人
の
い
か
り
肩
（
幸
田
露
伴
） 

 

俤
や
つ
く
ば
ひ
覗
く
あ
き
の
水 

 

（
森 

鴎
外
） 

 

境
内
や
草
の
中
な
る
相
撲
風
呂 

 
 
 

（
佐
藤
紅
緑
） 

 

初
汐
や
白
魚
跳
ね
て
舟
に
入
る 

 

（
寺
田
寅
彦
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

墓
地
茶
屋
の
渋
茶
は
ぬ
る
し
秋
彼
岸
（
徳
川
夢
声
） 

五
、「
三
方
よ
し
」 

先
進
国
で
近
年
唯
一
所
得
の
増
え
て
い
な
い
日
本
の
ト
ッ
プ
が
代
わ
り
岸
田
新
首
相
の
所
信
表
明
は
経
済
成
長
と 

分
配
の
重
視
で
す
。
近
江
商
人
の
経
営
哲
学
「
三
方
よ
し
」
に
も
言
及
。
伊
藤
忠
兵
衛
さ
ん
以
来
の
商
い
の
伝
統 

で
す
。「
売
り
手
よ
し 

買
い
手
よ
し 

世
間
よ
し
」
を
踏
ま
え
「
株
主
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
も
取
引
先
も
恩 

恵
を
受
け
ら
れ
る
〝
三
方
よ
し
〟
の
経
営
を
行
う
こ
と
」
が
重
要
と
説
い
て
い
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 

令
和
三
年
十
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


